
平成２５年５月２０日 
 

利用学習計画書 

 
仙台市立新田小学校 

担当 第６学年 武田 周平 
 

１ ねらい 
仙台市縄文の森での見学や体験を通して、縄文時代の人々のくらしの様子や工夫、苦

労などについて理解を深めることができる。 
 

２ 評価 
見学や体験を通して、縄文時代の人々のくらしを理解し、工夫や苦労を感じたり、現

在の生活に通じている点を考えたりすることができたか。 
 
３ 学習活動について 

（１）教科 社会科…「縄文のむらから古墳のくにへ」 
 
（２）身に付けさせたい力  

１）資料や年表などを活用しながら調べ、それらをもとに考える。 
２）見学や体験活動に意欲的に取り組み、理解を深める。 
３）分かったこと、考えたことをまとめ、ノートや新聞、発表などで表現する。 

 
４ 事前指導 

（１）縄文時代についての理解 
１）狩猟・採集など、自然を生かした生活が日本では長い期間に渡って営まれてき

たこと。 

２）米作りが伝わってきたことによって、そのような生活が大きく変化していくこ

と。 

 
（２）見学、体験活動の確認 

     １）具体的な活動の紹介と、調べ学習などの呼び掛け。 
２）準備物、マナーなどの指導。 

 
５ 当日の指導（活動）内容 

（１）見学学習 
復元住居・遺構表示等の野外展示及び館内の展示見学。学習シートを用いての

自主学習 
 

（２）体験学習 
     勾玉作り体験 

仙台市立新田小学校 

 



 
６ 当日の交通手段 市営バス 
 
７ 事後指導 
  分かったことを自主学習などにまとめ、壁新聞形式にまとめ、掲示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成２５年７月３１日 
 

利用学習報告書 

 
仙台市立新田小学校 

担当 第６学年 武田 周平 
 

１ 事後指導について 
（１）実施日 

平成２５年６月６日（木）２校時、７日（金）５校時 
 

（２）主な内容 
・社会科の授業で、仙台市縄文の森で体験・見学したことを振り返り、作文な

どにまとめた。 
・体験を含め、縄文時代から古墳時代までの学習を壁新聞形式の「歴史新聞」

にまとめた。 
 

２ 送付する資料 
（１）児童の体験後の感想（２点２名分、一部抜粋） 
（２）児童のまとめた歴史新聞（２枚２名分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２－（１） 児童の体験後の感想 
 
縄文時代の暮らしがよく分かりました。縄文時代が１

万年も続いた理由が少し分かりました。 
たて穴住居もあって、中は意外と広く、涼しかったで

す。 
勾玉作りも、あまりいい形にはできなかったけど、楽

しく作れました。（A 女） 
 
 
 
 
 私ははじめて縄文の森広場に行きました。 
たて穴住居の中の様子や家の中にある物など、さまざま

なことを学ぶことができました。 
勾玉作りでは縄文人の気分になって作りました。とて

も楽しい見学になりました。（B 女） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
２－（２） 児童のまとめた歴史新聞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
                                                  


